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 【目的】回想法は、これまで日本においては、平成 14 年度初めて愛知県北名古屋市に
回想法センターが設立され、地域における介護予防のツールとして、取り組みが始まっ
ている。効果としては、認知機能の改善、QOL の向上、閉じこもりの改善を得ている。







【方法】研究参加者：A 地域在住高齢者 (認知症診断を受けていない高齢者 )9 名を調査。
性別（男３名、女６名）年齢（65 歳～86 歳）平均 73 歳  









調査項目：セッション評価（ベンダーの継続記録表改変版）毎回修了後計 8 回調査, 
QOL(SF36) 認知機能検査（SKT）を回想法介入前後、計 2 回実施。解析方法：統計解析







がみられた。またセッションの毎回の平均値による結果は、1 回目と 8 回目 5％水準で
有意差が得られた。懐かしい音を使うことで回想も多く想起され、自宅に戻ってからも
絵を描くことで家族とのコミュニケーションもとれ、回想が持続されている。内容も具
体的なエピソードが多く語られた。次に介入前後の認知機能では、注意力に 5％水準で
有意差が得られた。QOL(SF36）尺度では「体の痛み(BP)」項目に 5％水準で有意差を得
た。QOL とは、毎日の生活をどのように楽しんでいるか、それが病気のためにどのよう
に妨げられているかを取り上げる概念である。QOL は主観的なものであり、痛みが日常
生活に影響及ぼさないという結果とセッションによる喜び・楽しみの満足度の改善は、
QOL を改善し、さらに認知機能の改善など、介護予防への効果が示唆されたと思われる。 
 
 
 
 
 
